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極小アンテナによる測地VLBI 観測の成果
Results of Geodetic VLBI Observations by Compact Antennas
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国土地理院では、情報通信研究機構と共同して、口径 1.5m級の極小アンテナを用いた測地 VLBI 実験を行ってきた。
この極小アンテナは基台となる支柱から取り外すことができ、その支柱にGPSアンテナを設置して異なる測地技術の結
果を比較することが可能である。また、その可搬性から全国各地の拠点に設置して測地観測を行うことも可能であるた
め、次世代の VLBI アンテナとして国土地理院及び情報通信研究機構で研究を行ってきた。
この極小アンテナを用いた VLBI 観測では、30m級の大型アンテナを相手局とすることで高精度な測地成果を得るこ

とが可能となる。現在、極小アンテナは情報通信研究機構鹿島宇宙技術センター内の１号機及び国土地理院構内の２号機
があり、鹿島 34mアンテナ及びつくば 32mアンテナを相手局とした実験を行っている。2009年 12月以来計 7回の 24
時間観測を実施し、測地解を算出することに成功した。このうち 2010年 11月 12日の観測では、より高精度な測地成果
を得るため、X帯及び S帯の中間周波数帯信号 (500MHZ幅)を計 2Gbpsで記録する広帯域実験を行った。本発表ではこ
れらの VLBI 観測の成果について報告する。
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